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第
二
Ｍ
束
洋
史
研
究
含
研
究
發
表
要
旨

唐
朝
前
期
流
民
の
因
由

‐
河
原
曲
郎

洗
民
は
逃
戸
淨
戸
浮
客
と
い
う
文
字
で
現
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
又

流
民
と
そ
の
ま
上
の
胴
語
を
用
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
荒
政
波
諜

椎
一
に
流
民
如
水
之
流
と
云
為
し
て
ｖ
流
民
の
性
格
を
表
現
し
て
い

る
が
、
要
す
る
に
流
民
と
い
い
逃
戸
浮
戸
と
荷
い
、
共
に
本
鰯
を
離

れ
て
他
郷
に
流
浪
し
て
い
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
支
那
の
歴

史
を
通
じ
大
な
る
祗
脅
問
題
と
し
て
政
治
經
沸
の
多
分
野
に
わ
た

っ
て
大
い
な
る
作
用
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
体
一
」
の
よ
う
な
亜

要
な
祗
介
問
題
を
店
代
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
流
民
の
史
的
性

絡
を
一
批
し
て
把
握
す
る
上
に
頗
る
雌
郡
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

勝
代
の
初
期
流
民
は
陪
末
の
争
乱
に
も
多
大
に
影
靭
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
し
、
又
南
北
期
や
階
の
土
地
制
庇
に
附
随
し
た
諸
郡
象
に
も
左

右
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
店
末
の
流
民
は
又
五
代
宋
朝
に
多
大
の
影
戦

を
典
え
た
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
店
代
の
流
民
を
論
ず
る
と

ぜ
ぱ
、
論
を
南
北
朝
或
は
そ
れ
以
前
に
、
更
に
又
、
降
っ
て
は
五
代

宋
朝
の
流
民
活
動
に
言
及
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
乍
ら
初
期
流
民
の
形

態
を
究
め
る
こ
と
は
、
自
ら
陪
末
に
及
び
末
期
の
そ
れ
を
究
め
る
こ

二
川
椛
羊
史
研
究
鈴
州
所

濫
虻
雨
韓
《
可

蕊蕊

彙
報
彙
報 報報

一
脚
○

と
は
五
代
の
流
民
の
性
格
に
邇
ず
る
こ
と
に
も
な
る
故
、
こ
の
場
合

は
店
代
流
民
の
み
を
限
る
こ
と
に
す
る
。
而
し
て
庶
代
流
踏
も
そ
の

因
由
、
内
容
、
活
動
を
論
ず
る
錫
合
性
枅
的
に
安
史
の
飢
を
錐
外
線

と
し
て
二
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
従
っ
て
論
述
の
便
冗
上
縢
代
流

民
を
前
期
と
後
期
に
分
ち
た
い
と
思
う
。
今
日
此
庭
で
は
特
に
前
期

流
民
の
阿
山
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

蹄
の
大
業
中
戸
八
百
七
十
醐
、
今
戸
三
百
郷
と
商
永
の
永
徹
三
年

戸
部
何
審
商
履
行
が
帝
の
下
問
に
雌
じ
群
答
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
戸
口
の
激
減
は
兵
飢
の
あ
と
を
う
け
た
祗
含
不
安
に
よ
る
戸
回

申
告
の
不
履
行
戸
口
調
査
の
不
徹
底
、
出
生
率
の
減
少
も
あ
ろ
う

が
、
流
民
の
激
職
は
否
定
出
来
ぬ
愛
現
と
申
し
て
よ
い
鵬
朝
前
期
心

經
涛
政
鍍
は
班
田
制
で
あ
る
（
こ
の
制
度
の
性
梼
に
つ
い
て
は
大
い

に
検
甜
の
余
地
が
あ
り
支
那
文
献
に
み
る
理
想
主
義
的
形
式
論
に
維

始
し
た
傾
大
で
あ
る
が
要
す
る
に
經
濟
政
策
の
根
本
で
あ
っ
た
こ
と

に
は
間
辿
な
じ
然
し
て
こ
の
政
篭
の
確
立
に
は
、
民
の
土
若
を
前

提
條
件
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
政
策
の
根
底
か
ら
流
民
防
止
は
必
然

的
な
も
の
と
し
て
弧
洲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
土
地
私
右
の
感
怖
は
人

間
の
本
性
か
ら
の
欲
望
ぞ
あ
り
、
一
種
の
本
能
で
も
あ
る
。
こ
れ
に

反
し
て
土
地
公
右
の
政
雄
は
私
右
の
本
能
に
對
す
る
理
性
で
あ
り
意

志
で
も
あ
る
。
唐
朝
前
期
は
歴
朝
、
こ
の
意
志
的
統
制
の
狼
化
に
よ

っ
て
戸
口
の
確
保
に
努
力
し
た
。
然
乍
ら
一
面
、
私
有
の
本
能
は
南

北
朝
附
代
の
公
田
疫
施
の
極
時
で
す
ら
十
分
作
用
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
店
初
の
肚
脅
不
安
に
、
こ
の
本
能
が
よ
り
一
府
剛
い
た
こ
と
は

一
脚
○

と
は
五
代
の
流
民
の
性
格
に
邇
ず
る
こ
と
に
も
な
る
故
、
こ
の
場
合

は
店
代
流
民
の
み
を
限
る
こ
と
に
す
る
。
而
し
て
庶
代
流
踏
も
そ
の

因
由
、
内
容
、
活
動
を
論
ず
る
錫
合
性
枅
的
に
安
史
の
飢
を
錐
外
線

と
し
て
二
沙
す
る
こ
と
邪
瑚
准
ろ
、
姓
つ
と
倫
世
フ
何
篭
Ｌ
上
蹄
哨
ｆ

Ｉ ’



察
知
出
来
る
。
要
す
る
に
土
地
公
な
の
理
性
と
土
地
私
有
の
本
能
と

の
相
剋
鯉
擦
が
流
民
の
發
生
に
種
だ
の
様
相
を
展
開
し
た
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
前
期
に
あ
っ
て
は
、
後
期
の
そ
れ
と
比
鮫
す
れ
ば
よ
り

理
性
が
政
雄
の
面
に
採
り
上
げ
ら
れ
、
流
民
防
止
の
紫
が
種
燕
識
ぜ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
乍
ら
柵
ら
虚
の
本
能
雫
て
の
も
の
は
、
無
く
な

っ
た
こ
と
は
絶
對
に
な
く
、
王
家
達
と
り
ま
く
官
吏
、
量
族
、
寺
院

の
私
有
欲
か
か
る
意
味
の
本
能
は
王
家
の
理
性
が
如
何
様
に
働
い
て

も
瀧
に
、
祗
含
に
弧
力
に
作
川
し
た
の
で
あ
る
。
行
吏
、
武
族
、
寺

院
の
兼
井
の
様
相
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
が
要
す
る
に
法
令
上
は

如
何
様
に
粂
井
を
禁
じ
よ
う
と
も
（
店
律
）
制
庇
上
に
は
樅
門
勢
家

の
土
地
魔
占
を
認
め
ざ
る
を
神
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
權
門
豪
家

寺
獅
の
炭
大
な
る
土
地
占
右
を
容
認
し
た
上
の
証
田
制
で
あ
っ
た
虚

に
本
孜
的
欠
陥
が
あ
り
、
愛
族
政
治
の
術
然
の
結
果
と
も
言
う
べ
き

峡
嵐
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
田
地
妓
井
に
よ
る
百
姓
の
流
忙

は
止
む
を
得
な
か
っ
た
。
寺
院
の
土
地
兼
井
も
俗
の
そ
れ
と
何
等
鍵

る
庭
な
く
、
殊
に
無
誰
財
を
擁
し
て
大
衆
に
向
っ
て
金
融
的
活
動
を

な
し
た
こ
と
は
、
注
目
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
兼
井
と
共
に
流
沈
の
因

を
な
し
た
の
は
殊
求
で
あ
》
ぐ
っ
（
狩
略
）
守
山
剛
推
鮮
史
築
に
も
流

民
の
因
を
述
・
ぺ
て
い
る
が
字
て
の
中
に
、
「
左
本
籍
本
縛
官
吏
之
罪

也
。
旅
他
所
別
他
所
宿
吏
之
罪
也
」
と
申
し
流
民
の
困
乏
輔
死
の
蛍

は
徹
吏
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
流
民
史
を
通
じ
て
申
さ
れ
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
余
森
も
流
民
防
止
の
根
本
錐
と
し
て
賦
敏
蒐
則
自

然
唆
土
な
る
胃
を
弧
洲
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
大
作
肯
定
剛
来
よ
う

難
報

’

（
省
略
）

蕪
井
と
株
求
、
こ
れ
に
活
に
述
關
性
を
も
つ
も
の
は
、
天
災
地
愛

で
あ
る
。
冊
府
元
他
巻
七
○
帝
王
務
農
の
條
に
、
大
寧
之
後
必
右
凶

年
水
旱
相
と
申
し
て
い
る
が
争
乱
の
時
に
は
天
災
あ
り
、
天
災
あ
ら

ぱ
兵
飢
革
命
を
思
わ
し
む
る
の
は
支
那
の
革
命
源
と
も
申
す
べ
く
天

災
大
な
れ
ば
図
傭
不
安
を
来
た
し
野
心
家
は
こ
れ
に
采
ず
る
ょ
う
に

な
り
、
民
の
困
窮
を
坊
加
し
民
を
流
忙
せ
し
む
る
四
一
因
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
而
し
て
偲
承
の
天
災
宿
命
論
は
支
那
の
政
治
を
し
て
、

穣
極
的
に
天
災
除
去
の
策
を
と
ら
し
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
開
元

年
間
に
挑
崇
捕
蜆
の
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
婬

審
も
一
つ
の
天
命
と
し
て
挑
楽
の
捕
蝿
奏
諦
は
は
じ
め
天
に
迷
う
の

旨
で
反
問
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
岱
時
の
人
灸
が
天
災
を
天
命

と
し
て
敢
え
て
、
天
を
恐
れ
て
職
種
的
防
止
錐
を
識
じ
な
か
っ
た
の

を
示
す
一
例
で
お
る
。
奈
体
と
し
一
Ｌ
正
史
だ
け
で
も
天
災
地
謹
心
記

事
は
枚
畢
に
い
と
ま
な
い
。
然
し
何
等
こ
れ
に
對
し
根
本
錐
が
識
ぜ

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
一
鷲
を
禁
ぜ
ざ
る
を
将
な
い
。

か
く
て
兵
飢
と
天
災
、
余
井
と
殊
求
と
い
う
よ
う
に
此
等
が
州
互

に
相
闘
辿
し
互
に
作
川
し
て
そ
の
害
難
を
大
に
し
て
民
を
流
忙
せ
し

め
た
こ
と
が
流
民
の
囚
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
所
洲
一

般
砿
で
あ
り
、
流
民
の
悶
由
は
術
に
こ
の
一
般
論
的
な
も
の
が
時
代

の
特
相
に
相
應
じ
て
、
特
菰
的
様
相
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
店
朝
前
期
の
閏
家
經
濟
政
雄
の
特
色
は
土

地
公
有
で
お
り
、
こ
れ
を
椎
計
す
る
こ
と
は
、
こ
の
制
庇
の
腫
相
を

一
ｍ
一

－



史
學
懇
話
會

飾
十
八
回
（
九
月
二
十
七
日
）

今
岡
は
人
文
地
理
學
の
臨
時
識
義
に
こ
ら
れ
た
岡
崎
商
等
師
範
教

授
三
上
正
利
先
生
の
歓
迎
合
を
行
い
、
先
生
を
中
心
に
諏
典
撤
談
が

交
わ
さ
れ
た
。
出
席
者
十
名
。

錐
十
九
回
（
十
側
四
日
）

今
回
は
本
學
名
雅
教
授
前
東
洋
史
主
任
教
授
重
松
俊
章
先
生
の
歎

迎
倉
を
行
っ
た
。
先
生
は
御
退
官
後
郷
里
松
山
市
に
居
住
せ
ら
れ
、

今
回
は
じ
め
て
、
來
學
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
慈
愛
あ
、
ふ
る
Ｌ
先
生
御

近
況
の
お
話
、
慎
燕
の
献
談
の
中
に
も
、
史
畢
と
史
學
者
の
あ
る
べ

き
姿
を
懇
切
に
御
教
示
下
さ
れ
、
今
な
ほ
か
は
ら
ぬ
先
生
の
史
醸
に

封
す
る
熱
勝
に
一
川
感
激
し
た
こ
と
で
あ
る
。
田
席
者
十
九
名
。

西
日
本
史
學
會

本
年
新
制
大
雛
の
發
足
と
共
に
各
地
に
史
堅
研
究
者
を
一
丸
と
し

桑
報

把
雌
す
る
と
共
に
、
そ
の
中
に
生
活
し
て
い
る
百
姓
の
妖
態
を
も
明

か
に
し
、
百
姓
が
何
故
に
流
沈
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
の
特
殊
邪

孵
も
了
解
川
来
る
と
思
う
。
幸
に
撤
煙
吐
榊
群
、
川
土
の
戸
鋳
礎
巻

は
こ
の
地
城
の
各
戸
の
舩
況
を
知
る
に
頗
る
使
立
で
あ
り
、
当
て
の
中

に
み
る
受
田
と
租
額
の
從
相
、
退
田
、
浬
公
側
の
疵
在
、
醜
正
の
椛

能
の
疵
態
の
特
祁
を
知
り
、
各
戸
の
流
忙
を
考
察
す
る
に
便
利
で
あ

る
。
（
省
略
）

I

I

一
Ｗ
こ

た
羅
命
投
立
の
棚
迩
が
動
き
、
西
Ｈ
本
地
砿
に
於
け
る
史
嫉
會
の
絲

成
を
見
る
に
至
っ
た
。

九
大
が
そ
の
紡
成
の
惟
話
役
と
な
り
、
各
地
の
盛
な
る
意
欲
と
呼

睡
し
て
、
六
趾
五
日
▽
九
州
史
學
食
券
季
大
倉
の
縮
二
日
目
の
午
前

中
に
西
日
本
名
地
よ
り
参
集
の
史
學
研
究
學
徒
が
乗
っ
て
、
峨
含
投

立
の
打
合
命
を
行
っ
た
。
そ
の
際
粂
風
一
致
の
下
に
畢
會
般
立
を
決

定
し
、
各
地
に
於
て
同
志
を
糾
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
勿
諭
阯
成

の
鯉
含
と
は
緊
涛
な
迎
繋
を
と
り
表
喪
一
体
と
な
っ
て
史
準
研
究
に

通
池
す
る
こ
と
を
申
合
せ
た
。
各
聯
毎
に
支
部
及
び
分
倉
を
没
け

て
、
そ
の
投
立
後
西
日
本
史
學
會
の
締
成
に
及
ぷ
こ
と
に
な
り
、
参
染

の
弁
準
備
委
貝
は
夫
麹
各
地
の
支
部
結
成
に
努
力
す
る
様
に
し
た
。

》
て
の
後
準
術
委
貝
を
決
定
各
地
の
支
部
維
成
を
促
進
し
た
。
先
祇

岡
に
於
て
は
九
月
十
四
日
支
部
溌
含
式
を
森
教
授
の
記
念
誰
波
後
行

ひ
、
大
分
に
於
て
は
、
竹
内
、
日
野
雨
教
授
を
迎
へ
、
九
〃
竹
一
日

支
部
を
結
成
、
熊
本
に
て
は
九
月
汁
五
日
發
足
、
長
崎
は
十
″
五
日

結
成
、
と
各
地
に
於
て
支
部
の
紡
成
を
見
た
。
と
上
に
於
て
十
″

八
、
九
雨
日
の
人
文
科
畢
委
貝
含
歴
史
部
大
命
を
機
に
西
Ｈ
本
地
砥

奈
体
の
史
學
會
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
、
十
月
七
日
午
後
九
大
に

於
て
「
西
Ｈ
本
史
學
會
」
の
發
會
式
を
行
っ
た
。
各
地
よ
り
の
準
伽

委
貝
参
集
の
上
、
畢
含
没
立
し
本
部
を
取
敢
へ
ず
九
大
に
世
き
、
委

貝
提
に
本
學
日
野
敦
授
を
、
副
萎
貝
長
に
竹
内
、
，
小
林
明
教
授
を
避

川
し
て
今
後
の
迩
播
に
鮒
す
る
協
議
を
な
し
た
。
本
含
の
或
要
な
使

命
は
發
表
機
關
た
る
雑
誌
「
西
日
本
史
腰
」
の
刊
行
と
醗
命
の
開
仙



で
あ
っ
て
、
西
日
本
地
睡
の
史
學
研
究
學
徒
の
大
同
剛
結
の
結
果
他
・

今
後
の
活
動
如
何
に
か
坐
っ
て
ゐ
る
。

各
支
部
涙
は
左
の
通
（
現
在
決
定
の
分
）

禰
岡
支
部
九
大
教
授
竹
内
理
三

熊
本
支
部
熊
本
大
敦
授
原
田
敏
明

大
分
支
部
大
分
大
祀
宮
靜
・

恂
佐
列
支
部
は
十
側
祁
九
日
に
結
成
予
定
で
あ
る
。
明
年
赤
季
大

秤
を
九
大
に
於
て
秋
季
大
倉
を
熊
本
大
畢
に
於
て
開
柵
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。西
日
本
史
學
含
含
則
抄

二
、
本
會
は
史
學
及
歴
史
教
育
の
發
展
に
寄
與
す
る
郡
を
目
的
と
ナ

ラ
③
○

三
、
本
命
は
前
條
の
目
的
を
逹
成
す
る
た
必
に
次
の
那
業
を
行
う
。

１
、
學
含
講
習
含
竿
の
開
仙

２
、
會
誌
の
刊
行

”
”
、
そ
の
他
史
學
研
究
に
必
要
な
る
郡
業
・
・

人
交
科
學
委
員
衝
第
二
部
（
史
學
）

學
術
大
會

本
學
術
大
會
は
人
文
科
畢
委
只
御
及
び
九
州
史
躍
會
共
催
の
下

に
、
十
凡
八
九
雨
日
に
亘
リ
、
午
前
九
時
か
ら
本
畢
法
文
純
十
一
審

教
室
に
於
て
行
は
れ
た
。

錐
一
日
は
「
都
市
と
鰹
村
」
、
第
二
日
は
「
文
化
交
流
の
Ⅲ
題
」

の
雨
主
題
の
下
に
左
の
蹄
誌
誠
が
行
は
れ
た
。

蕊
報

な
ほ
九
州
各
蛎
を
主
に
局
取
、
岡
山
、
庇
島
、
山
口
芋
よ
り
熱
心
な

参
官
者
墜
一
百
名
近
く
、
活
發
な
賀
疑
雁
答
も
行
は
れ
成
功
裡
に
終

脅
し
た
。
な
ほ
誹
減
要
』
厩
等
詳
細
は
「
人
文
」
に
掲
載
さ
れ
る
筈
。

》
〔
節
一
日
〕
「
都
市
と
慶
村
」

一
、
明
代
郷
村
組
織
２
－
型

小
畑
龍
雄

ｌ
湘
江
海
醗
縣
を
中
心
と
し
て
１
．

－
、
ア
ジ
ア
的
封
碓
制
に
於
け
る

今
狐
誠
二

農
村
と
ギ
ル
ド
の
榊
迭
分
析

一
、
中
世
都
市
の
肚
称
椛
成
今
來
陸
郎

て
封
建
都
市
の
成
立
豊
田
武

一
‐
、
古
代
の
腿
村
竹
内
理
三

一
、
近
泄
鯉
村
の
都
市
化
瓜
田
敏
明

〔
錐
二
日
〕
「
文
化
交
流
の
問
題
」

一
、
所
開
土
地
好
太
王
壷
行
を
出
，

右
光
教
一

し
た
新
瓢
の
斌
難
に
就
い
て

一
、
・
迩
古
斯
族
の
發
展
と
シ
ナ
文
化
‐
日
野
州
三
郎

一
、
ウ
オ
ー
ド
の
天
才
論
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
捌
小
林
柴
三
郎

一
、
挽
諦
偲
播
の
一
例
村
川
堅
太
郎

一
、
日
諦
戦
争
後
に
於
け
る
日
華
の
文
化
交
渉
鈴
木
俊

一
、
文
化
交
渉
よ
り
見
た
原
始
ク
リ
ス
ト
教
井
上
将
勇

昭
和
二
十
四
年
庇
二
畢
期

図
史
史
學
關
係
講
義
題
目

一
川
三

ｰ一



ザ

梨
雑

巾
惟
封
外
交
通
史
森
教
授

波
智
後
法
典
院
把
識
似
同

五
族
肚
會
の
成
立
竹
内
教
授

古
文
辨
學
脚

波
習
日
本
古
代
史
桁
垣
読
師

同
古
畢
汲
ｌ
西
雌
識
師

』
日
本
思
想
史

中
世
文
化
と
佛
教
西
尼
雛
師

東
洋
史

遼
初
の
識
來
経
略
日
野
教
授

滋
詞
遼
史
、
Ｊ

西
洋
史

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
築
凹

主
義
的
歴
史
獺
の
發
展

小
林
教
授

淡
習
国
目
ａ
”
四
国
両
８
９
冒
甘
冒
蔚
尉
冒
典
呉
さ
国

○
ｍ
《
面
①
。
Ｃ
口
呉
詳
巨
威
○
口
○
［
武
彦
①
ロ
昌
厨
・
の
持
禺
①
、
可

岡
ｍ
ｏ
ｇ
ｇ
風
、
ロ
日
国
○
匡
凋
の
ｇ
、
・
同

共
の
他

辿
歌
と
俳
譜
．
小
島
教
授

古
覗
記
の
椛
迭
祇
田
助
教
授

誠
彊
源
氏
物
語
宇
活
十
帖
阿

波
召
日
本
教
育
史
の
諸
問
題
平
塚
教
授

演
習
日
本
美
術
史
谷
口
融
師

宋
末
元
明
初
の
思
想
柿
本
教
授

難

報

l

l

l

l

原
始
佛
敏
論
干
潟
致
授

中
亜
佛
敦
史
同

西
洋
哲
學
史
（
現
代
）
、
透
教
授

中
泄
哲
撃
デ
ロ
リ
エ
識
師

中
世
哲
學
史
何

西
洋
縄
許
史
海
本
城
提

波
習
日
本
經
沸
史
の
勝
殊
問
題
Ｊ

ド
イ
ツ
私
法
史
‐
古
川
助
救
援

政
治
史

具
舟
教
授

ロ
シ
ヤ
近
代
政
治
思
想
史
竹
販
助
教
授

日
本
企
業
法
政
錐
史
商
川
歎
授

英
幽
疵
會
保
障
制
度
の
沿
革
満
水
敦
授

臨
時
講
義

今
醗
期
は
一
‐
人
文
地
理
醗
」
の
臨
時
誰
義
の
た
め
、
岡
崎
商
師
の

三
上
正
利
教
授
に
來
雛
を
願
ひ
、
九
月
二
十
七
Ｈ
よ
り
十
凡
七
Ｈ
ま

で
之
を
行
っ
た
。
誰
師
の
御
好
意
に
對
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

人
事
異
動

新
制
大
學
教
養
部
は
九
凡
よ
り
開
始
せ
ら
れ
た
。
歴
史
側
係
の
教

官
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

東
洋
史
鈴
木
俊
教
授
第
一
分
校
勤
務

同
江
賭
春
雄
助
教
授
第
三
分
校
鋤
務

1,11

一
凹
叫

』
７
ｌ
ｂ
』
０
ｌ
ｂ

一
凹
叫

』
７
ｌ
ｂ
』
０
ｌ
ｂ

毛

－’－’



－
．
口
■
■
．
．
。
０
０
０
口
。
‘
‘
‐
‐
‐
‐
．
’
，
‐
‐
‐
’
●
‐
‐
川
畑
剛
ｊ
ｊ
晶
ｌ
ｊ
４
１
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
■
ｌ
４
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１

國
史
西
尾
陽
太
郎
助
教
投
錐
三
分
校
勘
務

同
榊
垣
元
吉
助
放
授
錐
一
分
校
勤
務

九
州
史
學
會
本
年
度
委
員

願
問
畏
毒
吉
或
松
俊
章

委
員
長
稚
任
霧
貝
小
林
桑
三
郎

同
、
森
．
克
己

集
脅
幹
部
同
竹
内
理
三

．
同
柑
垣
元
吉

委
貝
渡
遜
正
無

同
松
垣
裕

同
、
船
木
勝
馬

同
堤
市
三

網
瞬
幹
事
特
任
委
貝
Ｈ
野
開
三
郎

同
西
尾
腸
太
郎

Ｄ

委
貝
安
藤
輔
一

同
・
三
木
俊
秋

同
‐
・
平
賠
武
義

、
同
山
口
宗
之

同
松
永
雅
生

書
記
．
験
久

薬

報

１
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
．
山

一
四
五

6

ケ

q

と


